
墳豊かな文化茅野の
八ヶ岳総合博物館で特別展

八ヶ岳総合博物館で開かれている特

別展「古墳の茅野」で公開されてい
る癌癒神塚古墳出土の子持高杯

茅
野
市
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
は
、
特

別
展
「
古
墳
の
茅
野
－
地
域
の
な
か
の

古
墳
」
を
同
館
で
開
い
て
い
る
。
諏
訪

地
方
の
中
で
も
数
多
く
築
か
れ
た
と
い

う
市
内
の
古
墳
の
歴
史
や
出
土
品
を
紹

介
し
、
約
3
5
0
占
お
資
料
を
展
示
。

市
内
で
は
注
目
さ
れ
が
ち
な
縄
文
時
代

だ
け
で
な
く
、
古
墳
時
代
も
豊
か
な
文

詑
盛
批
靴
摘
警
耶
酢
”

か
ら
明
治
時
代
に
見
つ
か
り
、
東
京
国

立
博
物
館
（
東
京
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
出
土
品
が
公
開
さ
れ
、
1
1
4
年
ぶ

り
の
〝
帰
郷
″
と
な
っ
た
。
1
2
月
1
4
日

まで。市
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
癌
瘡
神

塚
古
墳
は
諏
訪
地
方
に
横
穴
式
石
室
が

導
入
さ
れ
た
最
初
期
の
例
。
1
9
1
0

（
明
治
4
3
）
年
、
衝
道
の
修
繕
工
事
に
・

伴
う
石
材
採
取
の
た
め
に
発
掘
さ
れ
、

轟
々
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
当
時
の
県
＼

知
事
が
宮
内
省
に
報
告
す
る
と
、
出
土

品
を
差
し
出
す
よ
う
に
指
示
が
あ
り
、

翌
日
、
（
同
型
年
に
東
京
帝
室
博
物
館

（
規
・
東
京
国
立
博
物
館
）
に
寄
贈
さ

れ
た
と
い
う
。

り
〝
帰
郷
〃
も

今
回
の
展
示
は
、
国
立
文
化
財
機
構

所
蔵
品
貸
与
促
進
事
業
を
活
用
し
、
出

土
品
を
借
り
受
け
て
実
現
し
た
。
9
件

で
、
い
ず
れ
も
重
要
美
術
品
に
認
定
さ

れ
て
い
る
。
台
の
上
に
五
つ
の
ふ
た
付

抽
臓
弼
猫
攣

て
つ
ほ
こ
　
　
ち
ょ
う
け
い

こ被
葬
者
の
人
物
像
や
社
会
的
背
景
に
迫

っ
て
い
る
。

八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
で
は
同
展
の
図

録
を
作
成
。
8
0
0
円
（
税
込
み
）
で

販
売
し
て
い
る
ひ

同
館
に
加
え
、
市
尖
石
縄
文
考
古
館

と
市
神
長
官
守
矢
史
料
館
で
関
連
展
示

が
行
わ
れ
て
い
る
。
考
古
館
で
偲
1
2
月

1
4
日
ま
で
、
史
料
館
で
は
1
2
月
1
9
日
ま

で
。
′
3
館
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

展
開
中
で
、
達
成
し
た
人
に
数
量
限
定

で
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

博
物
館
の
開
館
時
間
は
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0
分
。
会
期
中
、
1
2
月
l
日
、

8
日
は
休
館
。
問
い
合
わ
せ
は
同
館
（
電

話
0
2
6
6
・
7
3
・
0
3
0
0
）

へ
。
　
　
　
　
（
手
塚
洋
こ


